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タイムラインの概要
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タイムラインとは、いつ、誰が、どのような行動を行うのかを、破堤・
越水など氾濫発生時間から逆算して先を見越し、関係機関の横断
的な連携も含めて事前に実施しておくべき防災行動を定めたもの

図－タイムラインのとりまとめイメージ

【何を】：
先を見越した
事前防災行動

【いつ】：

はん濫発生時刻
から逆算して時刻

を設定

【誰が】：

事前防災行動の
実施機関とその
連携の役割分担



タイムライン検討の背景

2012年10月 米国 ハリケーン・サンディ災害の教訓

ハリケーン上陸から逆算して、関係機関が実施すべき事前防災行動を
時系列的に定めたタイムラインに基づく対応の結果、被害軽減に効果。
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タイムラインを活用し早期避難を実現し、米国
ニュージャージ州の避難対象地域では高潮氾
濫により全半壊約4千世帯であったが、人的被
害はゼロであった。

浸水が予測される区域の鉄道では、事前に設備
保全(上記は水のう設置)を行い、壊滅的被害を
回避し早期の復旧が可能になるように備えた。

出典：『米国ハリケーン・サンディに関する現地調査報告書（第二版）』より
(平成25 年7 月国土交通省・防災関連学会合同調査団)



日本におけるタイムライン検討

1999年 荒川第一調節池

2007年出水時
写真添付予定
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米国におけるタイムライン策定の効果を踏まえ、我が国においても関係機
関と連携したタイムライン策定を推進する。
⇒大規模な水災害による被害を最小化するためには、災害が発生することを

前提とした対応（タイムラインに沿った対応）を強化することが有効

出典：国交省「水災害に関する防災・減災対策本部」『防災行動計画ワーキンググループ
中間とりまとめ』概要より



1999年 荒川第一調節池

2007年出水時
写真添付予定
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タイムライン策定の効果、利点・意義

区分 概要

策定による効果 ①早めの対応による減災効果
⇒発災後対応ではなく、発災を前提に先を見越した事前の対応を
予め定めることで、対応の遅れによる被害拡大を回避できる

②役割の明確化による発災時の調整の最少化
⇒各機関の役割が一覧として可視化され、役割分担が明確になっ

ているため、発災時の調整の労力が軽減される

策定による利点・
意義

③関係機関の連携強化ツール
⇒策定プロセス(検討会やワークショップ等)を通じて関係機関の顔

の見える関係が構築でき、有事の連携強化につながる

④意思決定支援ツール
⇒時系列的に「やるべきこと」が決まっているため、応急対応の意
思決定の支援に役立つ

⑤防災行動のチェックリスト
⇒タイムラインを防災行動のチェックリストとして活用し、災害対応
の「漏れ・抜け落ち」が防止できる



平成27年関東・東北豪雨災害におけるタイムラインの効果
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